
第４回（3/10） : 10年後以降の「めじろ台」に期待される機能・住まい方・景観 など（仮）未来づくりPJ

出席者:大石、中村（修）、下島、綛村、小林、矢崎、齊藤、本田、肥塚、高野、鈴木、大月、深井、イ、安藤、中川

D 子育て前 A 子育て前期 B 子育て後期 D 中間期 C 高齢期

外部向け＋内部向け両方重要
ex. 泉北NTでは「泉北スタイル」として動画配信も

内向けには、LINEの活用も

【本田さん】6才・8才の子ども

住み続けたい街⇒SNSによる発信が大事
いかに資産価値を維持するか
・・・住環境に加え、脱炭素・生物多様性・資源循
環などが大事⇒めじろ台の良さをアピール
・・・万葉公園⇒新しい公園のあり方

ex.小宮公園（里山公園）

・・・多世代のふれあい⇒続かない
⇒自然とに触れる環境・イベントが必要

子どもの学校～就職までの選択肢

親どうしのネットワーク
ex.防災フェスタ、おやじの会の地域版
・・・集まりやすい場所も必要

きっかけ

【斎藤さん】大学生の子ども

友達が大事。ミニバスケットチー
ムの仲間とは今も友達

↓
地元の幼なじみが大事

↓
スポーツを通じて、小さいときか
ら、社会的なつながりを持たせる

【肥塚さん】3人の子どもを育てた

多様な暮らし方に対応 「十家族と色の暮らし方」
・・・若い世代も入居できる住まい（コストと間取り）
・・・生活環境 「保育所」「クリニック」は近くに必要

駅前に子育てハブ拠点

お父さんの交流は少ない

めじろ台スタイル
の発信




